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 令和 5 年 5 月 1 日現在

 人　口　 14,410 人
 男　性	 6,973 人
 女　性	 7,437 人
 世帯数	 6,929 戸

〈
第
２
章
こ
の
変
化
は
変
か
？
〉

第
１
章
ス
ポ
ー
ツ
編
で
は
野
球
・

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
サ
ッ
カ
ー
の
豆
知

識
を
探
り
ま
し
た
が
、
今
回
か
ら

新
し
い
シ
リ
ー
ズ
の
始
ま
り
で
す
。

合
併
後
50
年
の
さ
ま
ざ
ま
な
移

り
変
わ
り
を
キ
ー
ワ
ー
ド
か
ら
見

つ
め
直
し
ま
す
。

記
憶
に
残
る
こ
と
、
思
い
出
す

こ
と
は
あ
り
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

問
41　
村
か
ら
市
へ

問
42　
三
才
山
か
ら
鹿
教
湯
へ

問
43　

社
会
文
化
会
館
か
ら
浅
間

温
泉
文
化
セ
ン
タ
ー
へ

問
44　
１
８
６
人
か
ら
7
人
へ

問
45　

新
浅
間
温
泉
か
ら
横
田
温

泉
へ�

（
つ
づ
く
）

合
併
50
周
年
記
念

こ
れ
が
分
か
れ
ば

�

本
郷
通

が
ぺ
検
7

で
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
今
後
い

か
に
取
り
組
ん
で
い
く
か
、
皆
さ

ん
と
一
緒
に
考
え
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

本
郷
地
区
は
、
松
本
市
の
東
山

部
ブ
ロ
ッ
ク
に
あ
り
ま
す
。
入
山

辺
・
里
山
辺
・
岡
田
・
四
賀
地
区

は
、
共
に
山
林
・
農
業
地
帯
に
あ

り
、
ま
た
少
子
高
齢
化
、
交
通
手

段
等
の
共
通
の
課
題
を
抱
え
て
お

り
、
町
会
長
の
皆
さ
ん
と
研
究
協

議
を
重
ね
て
、
少
し
で
も
そ
の
課

題
が
解
決
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

皆
様
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お

願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

令
和
5
年
4
月
か
ら
本
郷
地
区

公
民
館
報
編
集
委
員
長
を
務
め
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
浅
間
温
泉
第

7
町
会
の
草
間
純
佳
で
す
。

私
は
こ
の
本
郷
の
地
に
移
り
住

み
子
ど
も
達
と
と
も
に
こ
の
地
で

成
長
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
ご
恩
と
し
て
こ
の
地
区
の
お

役
に
立
て
れ
ば
と
思
い
今
回
委
員

長
の
役
を
受
け
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
若
輩
の
身
で
あ
り
な
が

ら
大
役
を
仰
せ
つ
か
り
身
の
引
き

締
ま
る
思
い
で
お
り
ま
す
。
1
年

間
皆
様
の
ご
協
力
を
い
た
だ
け
れ

ば
幸
い
で
す
。

公
民
館
報
は
地
域
の
連
帯
を
深

め
る
と
と
も
に
、
地
域
の
皆
様
の

ご
活
躍
ぶ
り
を
ご
紹
介
す
る
貴
重

な
機
会
と
捉
え
て
い
ま
す
。
こ
の

3
年
間
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
を
受
け
、
事
業
や
イ
ベ
ン

ト
が
中
止
に
な
る
な
ど
大
変
な
状

態
が
続
い
て
お
り
ま
し
た
が
こ
こ

の
と
こ
ろ
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

も
収
束
の
兆
し
を
見
せ
て
お
り
ま

す
。今

年
度
こ
そ
地
域
の
魅
力
や
地

域
の
皆
様
の
ご
尽
力
を
館
報
を
通

じ
て
沢
山
ご
紹
介
で
き
る
こ
と
を

祈
念
し
、
尽
力

さ
せ
て
い
た
だ

く
所
存
で
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

こ
の
度
、
若
林
哲
男
前
会
長
か

ら
会
長
を
引
き
継
ぎ
ま
し
た
洞
町

会
長
７
年
目
の
小
池
文
雄
で
す
。

コ
ロ
ナ
禍
が
治
ま
り
つ
つ
あ
り
、

過
去
３
年
間
で
き
な
か
っ
た
地
区
・

町
会
の
行
事
は
、
本
年
度
は
活
発

に
行
え
る
期
待
を
も
っ
て
進
め
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

昨
年
改
定
作
業
に
取
り
組
ん
で

き
た
本
郷
地
区
地
域
福
祉
計
画
・

活
動
計
画
は
実
践
の
年
が
始
ま
り

ま
す
。
住
ん
で
よ
か
っ
た
わ
が
故

郷
・
本
郷
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
来
年
５
月
に
は
、
松
本

市
と
の
合
併
か
ら
50
年
の
節
目
を

迎
え
ま
す
。
こ
れ
を
機
に
今
ま
で

を
振
り
返
り
、
50
年
間
で
変
わ
っ

た
本
郷
を
確
認
し
、
ま
た
50
年
間

本
郷
地
区
町
会
連
合
会
会
長
就
任
に
あ
た
り

就
任
の
ご
挨
拶

本郷公民館館報編集委員会
委員長　草間　純佳

6/30
金

ホ
タ
ル
観
察
会

7/8
土

美
鈴
湖
親
子
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー

7/12水
9/2土
11/21火
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
ツ
ア
ー
大
会

7/28
金

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
見
学
会

8/2
水

文
化
施
設
視
察

8/3
木

七
夕
親
子
料
理
教
室

8/8
火

美
ヶ
原
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

8月
下旬～

親
子
星
空
観
察
会

9/9
土

親
子
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ

9/22
金

自
然
観
察
会
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

10/17
火

図
書
委
員
会
前
期
文
化
講
演
会

10/21
土

文
化
祭
特
別
企
画
視
察
研
修

11/10金
～

11/12日

本
郷
地
区
文
化
祭

12/9
土

ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト

12/16
土

親
子
そ
ば
打
ち
講
習
会

1/5
金

書
初
め
講
座

2/10
土

親
子
ス
キ
ー
教
室

2/13
火

図
書
委
員
会
後
期
文
化
講
演
会

3/9
土

本
郷
里
山
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

※�
感
染
症
の
流
行
状
況
・
天
候
等
に
よ
り
、
予
定
が
変
更
、

中
止
と
な
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
直
近

の
イ
ベ
ン
ト
広
報
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

6/25
日

ツ
ー
ル
・
ド
・
美
ヶ
原
高
原

自
転
車
レ
ー
ス
大
会

6/29木
～
7/2日
浅
間
温
泉
ホ
タ
ル
祭
り

8/11金
～

8/13日
浅
間
温
泉
夏
祭
り

8/14月
～

8/16水
浅
間
温
泉
夕
市

10/14
土

浅
間
温
泉
松
明
祭
り

11/4土
～
11/5日
浅
間
温
泉
新
そ
ば
祭
り

2/26月
～

2/27火
初
庚
申

�本郷地区町会連合会
会長　小池　文雄
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古
今
東
西

フ
リ
ー
コ
ラ
ム

浅
間
温
泉
第
2
町
会
の
花
木

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
朝
ド
ラ
「
ら
ん
ま
ん
」、

大
変
人
気
の
様
で
す
が
小
生
も
何

か
自
慢
で
き
る
花
木
は
な
い
も
の

か
と
思
い
足
を
頼
り
に
訪
ね
て
回

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

結
果
３
件
を
紹
介
致
し
ま
す
。

尾
上
の�

湯
旅
館
さ

ん
の
赤
レ

ン
ガ
の
塀�

越
し
道
路�

側
に
迫
り
出
し
て
い
る
老
木

『
御
ぎ
ょ
り
ゅ
う柳』、
今
に
も
崩
れ
落
ち
そ
う

に
見
え
る
の
で
す
ぐ
わ
か
り
ま
す
。

滅
多
に
あ
り
ま
せ
ん
。
ふ
わ
ふ
わ

し
た
花
を
つ
け
ま
す
。
車
で
通
っ

た
時
も
す
ぐ
わ
か
り
ま
す
。

２
つ
目
は
『
水
芭
蕉
』
の
花
で

す
が
浅
間
温
泉
ホ
タ
ル
の
里
で
す
。

時
季
に
合
わ
せ
て
訪
ね
て
く
だ
さ

い
。
十
数
株
で
す
が
、
わ
ざ
わ
ざ

遠
く
に
行
か
な
く
て
も
現
物
が
見

ら
れ
て
充
分
楽
し
め
ま
す
。

３
つ
目
は
浅
間
温
泉
北
東
部
に

湯
薬
師
が
あ
り
、
そ
の
左
脇
を
通

る
と
天
満
宮
に
通
じ
ま
す
が
、
そ

の
入
り
口
に
『
御
殿
山
御お
ん
た
け竹
や
ぶ
』

と
い
う
名
所
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ

に
生
え
る
竹
は
昔
の
鉄
砲
の
な
い

時
代
の
戦
闘
用
の
矢や

竹た
け
に
使
わ
れ
、

竹
の
硬
さ
と
長
さ
や
太
さ
が
適
し

た
様
で
す
。
是
非
足
を
運
ん
で
ご

覧
く
だ
さ
い
。

�

（
浅
間
温
泉
第
２
町
会　
Ｋ
）

伊い
わ和
神
社
の
ケ
ヤ
キ
群

信
濃
国
の
総そ
う
ざ社
と
も
い
わ
れ
て
い

る
伊
和
神
社
。
境
内
に
は
何
本
か
の

ケ
ヤ
キ
の
古
木
が
あ
り
高
さ
20
ｍ
程

度
、
目
通
り
直
径
は
50
か
ら
70‌

cm
で

す
。
見
上
げ
る
と
芽
吹
い
た
ば
か
り

の
青
々
と
し
た
葉
か
ら
は
木
漏
れ
日

が
も
れ
気
持
ち
が

い
い
も
の
で
す
。

入
口
の
鳥
居

の
両
脇
に
は
、
大

ケ
ヤ
キ
が
2
本

立
っ
て
い
ま
す
。

樹
齢
は
推
定
千
年
と
さ
れ
、
直
径
は

２
m
以
上
あ
り
ま
す
。
か
つ
て
は
県

の
天
然
記
念
物
に
指
定
を
受
け
て
い

ま
し
た
。
主
幹
の
空
洞
は
目
立
っ
て

し
ま
い
樹
木
の
衰
え
も
あ
り
ま
し
た

が
側
枝
は
健
在
で
あ
る
た
め
、
昭
和

55
年
11
月
11
日
、
市
の
天
然
記
念
物

に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

ケ
ヤ
キ
の
大
小
が
ま
と
ま
っ
て
成

育
し
て
い
る
の
は
珍
し
い
こ
と
の
よ

う
で
す
。
ぜ
ひ
皆
さ
ん
行
っ
て
み
て

は
ど
う
で
す
か
。

�

（
惣
社
2
丁
目
町
会　
Ｋ
）

親
子
で
農
業
体
験

４
月
22
日
（
土
）
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

と
青
少
年
育
成
部
主
催
の
「
子
ど

も
の
体
験
講
座・じ
ゃ
が
い
も
植
え
」

が
開
か
れ
ま
し

た
。晴

天
の
下
、

親
子
約
30
人
が

参
加
し
、
朝
８

時
か
ら
ま
ず
最

初
に
水
汲
児
童
遊
園
の
草
刈
り
を

し
、
そ
れ
か
ら
じ
ゃ
が
い
も
植
え
で

す
。
男
爵
・
メ
ー
ク
イ
ン
・
北
ア
カ

リ
の
３
種
類
を
植
え
ま
し
た
。

植
付
け
か
ら
肥
料
の
や
り
方
、

土
の
か
ぶ
せ
方
ま
で
、
色
々
と
学

び
、
ま
た
土
と
親
し
ん
だ
こ
と
は
、

コ
ロ
ナ
禍
の
活
動
制
限
で
部
屋
で

の
ゲ
ー
ム
が
増
え
る
中
、
子
ど
も

達
に
と
っ
て
は
良
い
体
験
と
な
り

ま
し
た
。

７
月
の
収
穫
が
楽
し
み
で
す
。

カ
レ
ー
ラ
イ
ス
に
し
よ
う
か
な
？

コ
ロ
ッ
ケ
が
い
い
か
な
？
じ
ゃ
が

バ
タ
ー
が
い
い
か
な
？
お
母
さ
ん

全
部
作
っ
て
ね
! !

�

（
水
汲
町
会　
Ｗ
）

年
の
よ
う
に
ど
こ
か
し
ら
の
補
修

工
事
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

今
年
も
５
月
８
日
（
月
）
か
ら

11
月
末
（
予
定
）
ま
で
長
期
片
側

交
互
通
行
規
制
が
行
わ
れ
る
よ
う

で
す
。
三
才
山
ト
ン
ネ
ル
利
用
予

定
が
あ
る
方
は
気
持
ち
と
時
間
に

余
裕
を
持
っ
て
、
安
全
運
転
で
お

出
掛
け
下
さ
い
。

�

（
三
才
山
町
会　
Ｙ
）

冬
の
雪
道
は
か
な
り
大
変
だ
っ
た
。

合
併
で
横
田
第
一
・
二
町
会
は
清

水
小・中
学
校
に
、
横
田
第
三・五・

六
・
七
町
会
は
、
旭
町
小
・
中
学

校
に
な
っ
た
。
話
を
聞
い
て
知
ら

な
い
横
田
の
町
を
発
見
出
来
た
。

�

（
横
田
第
5
町
会　
Ｍ
）

三
才
山
ト
ン
ネ
ル
に
つ
い
て

１
９
７
４
年
（
昭
和
49
年
）
松

本
市
と
本
郷
村
が
合
併
、
そ
の
２

年
後
の
１
９
７
６
年
（
昭
和
51
年
）、

三
才
山
ト
ン
ネ
ル
が
開
通
し
ま
し

た
。三

才
山
ト
ン
ネ
ル
開
通
以
前

は
上
田
市
と
松
本
市
を
結
ぶ
最
短

ル
ー
ト
の
国
道
１
４
３
号
線
青
木

峠
が
使
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
が
、

山
奥
へ
進
む
に
つ
れ
道
幅
が
狭
く

な
り
決
し
て
楽
な
ル
ー
ト
で
は
な

か
っ
た
よ
う
で
す
。
三
才
山
ト
ン

ネ
ル
が
開
通
し
た
事
は
レ
ジ
ャ
ー

や
物
流
の
安
全
且
つ
時
間
短
縮
の

大
き
な
改
善
に
な
り
、
特
に
物
流

を
担
う
中
大
型
ト
ラ
ッ
ク
に
と
っ

て
は
、
決
し
て
安
く
は
な
か
っ
た

通
行
料
金
を
支
払
っ
て
で
も
使
い

た
い
ル
ー
ト
に
な
っ
た
の
で
し
ょ

う
。
そ
し
て
、
令
和
２
年
９
月
１

日
か
ら
の
三
才
山
ト
ン
ネ
ル
と
松

本
ト
ン
ネ
ル
の
無
料
開
放
に
よ
り

更
に
交
通
量
が
増
え
て
来
ま
し
た
。

そ
ん
な
三
才
山
ト
ン
ネ
ル
も
今

年
で
開
通
47
年
。
数
年
前
か
ら
毎

50
年
前
頃
の
横
田
の
様
子

私
は
転
勤
で
松
本
に
、
定
年
退

職
後
も
横
田
に
住
ん
で
い
ま
す
。

昔
か
ら
住
ん
で
居
る
近
所
の

シ
ニ
ア
の
方
に
聞
い
た
。
昭
和
49

年
合
併
前
の
地
名
は
長
野
県
東
筑

摩
郡
本
郷
村
横
田
、
合
併
後
松
本

市
横
田
に
変
更
さ
れ
た
。
横
田
は

農
家
が
多
く
田
ん
ぼ
や
桑
畑
が
広

が
っ
て
い
た
。
稲
作
や
畑
工
作
の

水
利
対
策
が
必
要
で
今
の
横
田
運

動
場
は
約
４
０
０
年
前
に
は
、
横

田
池
と
し
て
先
代
の
苦
労
で
構
築

さ
れ
て
い
た
。
昭
和
46
年
横
田
池

を
埋
め
立

て
、
昭
和
49

年
、
横
田
運

動
広
場
・
本

郷
南
幼
稚
園・

南
郷
児
童
館

に
生
ま
れ
変

わ
っ
た
。
交
通
手
段
は
松
本
駅
か

ら
浅
間
温
泉
迄
電
車
が
有
り
、
今

の
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
の
付
近
に

横
田
駅
が
有
り
商
店
も
魚
屋
・
酒

店
・
警
察
派
出
所
も
有
っ
た
。
も

ち
ろ
ん
道
路
や
電
車
道
は
砂
利
で

し
た
。
子
供
の
頃
の
遊
び
は
、
か

く
れ
ん
ぼ
・
メ
ン
コ
・
横
田
神
社

春
の
子
供
相
撲
大
会
で
有
っ
た
。

当
時
の
ラ
ー
メ
ン
一
杯
は
１
５
０

円
？
学
校
は
合
併
前
本
郷
小
学
校

２
km
、
女
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